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論文審査の結果の要旨
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14 人の健常ボランティアを対象とし、生理的心筋集積抑制 FDG-PET では 1食あたり 10g 以下のグルコース
に抑えた低糖高脂肪食を用いて検査前 24時間以上の糖質制限状態を維持した。さらに血中遊離脂肪酸を上昇
させる目的で FDG 投与 1 時間前に市販の低糖高脂肪ドリンク(Atkins 社)を摂取させた。1 ヶ月の間隔をあけ
て通常診療で用いられる 6 時間以上の絶食処置の FDG-PET を撮像し control として用いた。各々の検査で集
積指標である maximal standardized uptake values (SUVmax)を左室心筋、左房血液プール、心臓周囲肺野、
肝臓について測定した。また、血糖値、血中インスリン値、血中遊離脂肪酸値も測定し、これらの指標を 2
検査間で比較を行った。
左室心筋 SUVmax は control で 2.98 [1.76-6.43]に対して生理的心筋集積抑制 PET で 1.31 [1.15-1.49]と
ほぼ完全な生理的心筋集積抑制効果が得られた。血液プール、肺野、肝の集積に対する左室心筋集積比に関





本論文により、生理的心筋 FDG 集積の抑制法が確立され、今後の心臓 PET 診断に対する影響も大きいとい
う結論がなされた。以上より本論文は学位論文として価値あるものと認定した。
